
 
 

▼令和４年度から「すみだ音楽大使」を務める佐渡裕さん。令和６年度に引き続き、

山本区長との懇談会を実施し、音楽大使としての想いや芸術祭に対する意気込みを

お話しいただきました。（令和８年１月２９日（木）実施） 

 

山 本 区 長  本日は、お忙しいところ、お越しくださり、ありがとうございます。佐渡 

さんには、すみだ音楽大使（以下、「音楽大使」という。）として墨田区全 

体のイメージを上げていただいておりますが、まずは音楽大使へのご就任か 

ら今までのご活躍について、感謝申し上げます。アウトリーチ活動も非常に 

良い形で行っていただき、この前の本所警察署の武道始めに（佐渡さんがア 

ウトリーチ活動で指導に行った）日本大学第一高等学校のブラスバンドが一 

生懸命頑張っていて、区のイベントやたくさんの人が集まるようなところで 

子どもたちが活動しているのは見ていて気持ちが良いものでした。 

佐渡音楽大使  アウトリーチ活動は、ここ４年間、毎年２～３校行っていて、４年前にク 

リニックを行った当時の学生は、もう卒業していて、新しいメンバーでのク 

リニックになります。僕は小澤征爾さん、山本直純さんの 2 人から直接聞い 

たわけではないけど、新日本フィルハーモニー交響楽団がすみだトリフォ 

ニーホールで日本で最初のフランチャイズになったのは、彼らによって、こ 

の職人気質の残る墨田区の下町の人々に、オーケストラの面白さを伝えたい 

という想いがあって始まったのではないかと思います。もちろん、他にも色 

んな要素があったのだと思いますが、一番の目的は、やはりこの町の中に、 

オーケストラや音楽の面白さ、そういうものが少しでも広がるといいなとい 

うことです。距離の近いコンサートといえば「すみだクラシックへの扉」も 

おかげさまで完売しています。 

山 本 区 長  下町の職人気質だとか、先ほどの小澤征爾さんや山本直純さんのお話もそ 

うですし、墨田区のこの土地に想いを巡らせていただけると嬉しいです。 

佐渡音楽大使  墨田区に住んで何年か経ちますが、すごく居心地がいいですね。行きつけ 
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のお店もあります。 

山 本 区 長  それはありがとうございます。 

佐渡音楽大使  これからもしっかりと、一歩ずつ、地盤を固めていきたいと思います。 

山 本 区 長  来年度は芸術祭がすごく大きな展開を見せると思いますが、佐渡さんに関 

わっていただく中で、目玉は 2 日間のイベントですね。 

佐渡音楽大使  そうですね。さだまさしさんと一緒に公演を行い、最後のトリは地元の人 

たちで作った合唱団で第九を歌おうと思っています。また、参加団体をオー 

ディション形式で選定して、合唱集団を作り、皆さんと練習して本番に繋げ 

ますが、その練習を公開するところが、面白い部分だと思います。 

山 本 区 長  国技館 5000 人の第九コンサートは、実はコロナで 4 年間中止にした過去 

もありましたが、そこから徐々に、参加者が増えてきています。 

佐渡音楽大使  自分たちの手で、自分たちの町のオーケストラで、生の音楽を作るってい 

うことが、面白いですね。 

山 本 区 長  まさにそれを芸術祭で期待しておりました｡それから落語だったり、美術 

館や演劇など、とにかく墨田区の持っているありとあらゆる、文化、芸術、 

音楽、古典芸能、こういうものを全部一緒にして、９月４日からフィナーレ 

の１２月２０日までの１０８日間の芸術祭の中でやっていただきたいと思っ 

ています。 

佐渡音楽大使  音楽大使の活動として、令和８年３月１９日（木）に、トークショーを開 

催して、多くの区民の方に参加いただきたいと思っています。（※トーク 

ショーは令和８年３月１９日（木）実施済み。） 

山 本 区 長  ありがとうございます。音楽大使として、区と関わっていただいて、地元 

も理解していただいて、もちろんオーケストラもしっかり動かす。そして、 

この芸術祭。ちょうど区長１２年目に、そんな芸術祭をやりたいなと思って 

いました。墨田区の持っているこのコンテンツや資源を一堂に集め、最終的 

には墨田区はこういう町なんだという地域の力や子供たちも含めて、愛着と 

誇りを持てるようなものにしたいと思います。 

去年は戦争から８０年を迎え、慰霊堂で公演を行っていただきました。音 

がすごく良かったですね。墨田区には、震災、空襲、そういう歴史もありま 

す。政治的情勢の変動に対して不安になったりすることもありますが、そこ 

に寄り添える音楽や文化的な価値をおろそかにしてはいけないと感じます。 

また、すみだトリフォニーホールはしっかり改修して、改修が終わったら、 

皆さんが待ってました！って来てもらえるような町でありたいなと、正直思 

います。 

佐渡音楽大使  すみだトリフォニーホールに行くと居心地が良くて、心がほっとします。 

実際に墨田区に住んでみて、錦糸町はすごい便利な場所ですもんね。 

山 本 区 長  そんな墨田区での、音楽大使として今後やってみたいことはありますか。 



佐渡音楽大使  やっぱりアウトリーチ活動は、とにかくこれからも頑張って、音楽大使を 

やってる間に区内の小・中学校、高校ぐらいは全部行きたいと思います。ま 

たは事業所に行ったりとか、そういう形で引き続きアウトリーチ活動をして 

いきたいと思います。 

山 本 区 長  最後に芸術祭に期待することはありますか。 

佐渡音楽大使  音楽で、皆さんの心にビタミンを届けられるといいですね。テレビをとお 

してだけではなくて、実際を見たり、音楽を聞いたり、目の前の空気が震え 

るような、そうした心の感動を 1 人でも多くの方に感じてもらえればなと思 

います。 

山 本 区 長  ありがとうございます。本日はお忙しいのに、本当にありがとうございま 

した。 

佐渡音楽大使  ありがとうございました。 

 

 


